










































































































州生命科学倫理諮問委員会などの意見声明を通じ支持されている。また、1998 年 6 月の
「バイオテクノロジー発明品の法的保護に関する指針」においても、この議定書の方針は
間接的に述べられている。同指針の序文には、「ヒトクローン産生は、公共政策上また道徳
上の背徳行為である」とされ、同指針第 6 条 2 項(a)において、「クローン人間産生過程に
ついては、特許の対象にならない」と述べられている。 











































































































































































受精後 14 日以内の胚の研究利用を推奨した。そしてアメリカでは、イギリスが ES 細胞研
究容認を表明したのと同時期に、先の NBAC レポートの内容を支持し、ES 細胞研究にゴ
ーサインを出した。 
 







































































































































































の倫理学教室の共催により、大阪大学豊中キャンパスにて 2003 年 11 月 9 日に開催された
講演会の報告原稿である。なお、原稿につけられた膨大な注については、紙幅の都合によ
り省略した。 
 
